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弊社の様々な出来事を発信してきます！！

2019年も残す所後、1か月弱。今年は早いですが弊社の忘年会です。

今月号では、新しいコーナーが始まっています。

社員の日常をご覧ください!!

忘年会 in福岡
飛行機にのってどこまでも～。こんにちは大中環境、広報 味岡です。

えっ、どこに行くのかって？ラーメンがおいしい福岡です。

今年は少し早いですが、弊社の忘年会を福岡で開催しました。

私も久しぶりの飛行機に少し緊張気味です。

ということで、今月号は、忘年会の様子をお届けします。

早速、空の旅へ行きましょう！

一日目
福岡到着! 早速向かったのは大宰府天満宮です!!

太宰府天満宮といえば、菅原道真を祭神として祀る天満宮の一つ。

「学問・至誠・厄除けの神様」として日本全国からご崇敬を集めており、

日本全国から年間800万以上の方が参拝に来ています。

当日もたくさんの方がご参拝に来ていました。

もちろん我々も自分が受ける試験やお子さんの受験合格のため参

拝をしました。

私も厄除けのお守りを買いました。今年も残りわずか何事もなく終わ

りたいものです。

夜の食事会もおいしく頂きました。

（その後、こっそりラーメンを食べに行った人がいるとか、いないとか）

普段会えない福岡営業所の小木曽、河村の紹介で魅力的な福岡

観光となりました。

～工務 ほのぼの日記～

二日目
朝、早くからバスに揺られ、移動しました。到着した柳川市で川下りを体験しました。

「川下り」のルートは、江戸時代の柳川城の堀割をそのまま辿っていくものです。これが柳川の

「川下り」の魅力なのです。途中、数々の「もたせ」になった橋が架かっており、その下をくぐっていく

こととなります。

また、昔利用されていた石垣などがあり、今も変わらない柳川の良さを感じ取ることが出来まし

た。、、、、、すべて、船頭さんの受け売りです。

川下りの途中に、家の解体現場に遭遇し、社員一同、目を凝らして見ていました。どんな時であろ

うと解体屋の血が騒ぎました。

そのあとも、船頭さんのお話に耳を傾けながら、1時間、リラックスした時を過ごしました。

そして、待ちに待った昼食にはウナギをふんだんに使用しているひつまぶしを頂きました。

こんなに立派なひつまぶしを頂くのは初めてでとてもおいしかったです。

この2日間の思い出話に花を咲かしていたらあっという間に、飛行機の時間が迫ってしまいました。

空港に到着し、お土産も買って、飛行機に乗る準備も万全です。

最後に飛行機の搭乗口の隣りに一蘭が！ラーメンを食べて満腹。

無事、忘年会 in福岡は終了です。



こんばんは！

不用品片付け110番サイトを担当しております大中環境の光田です。

10/26はいよいよ練習の成果を出す場、

「第24回三河湾チャリティー100km歩け歩け大会」

が開催されました♪

決まったコースをただひたすら歩き続け100km先のゴールを目指すシンプルな内容です(^^;)

練習の成果と言いましたが、私自身は今月に入って数回程度10kmほどを2時間くらいかけ歩く練習くらいでした。

歩くだけなんで100kmと言う距離には驚きますが、ゆっくりでも進めばゴールできるでしょう。と言う甘い考えで当日を

迎えました(^^)

準備万端でいよいよエントリー

8時スタートに関わらず、会場にはたくさんの人！人！人‼

2000名以上いたんじゃないですかね？

いよいよエントリーも終えスタートラインへ。

一斉にスタートできないため30分間隔に分け、私達のグループは第二走目にスタートしました。

と言ってもこの有り様。

果てしなく前まで続く長蛇の列∑(ﾟДﾟ)

なるだけ無駄なロスを避け、前半はいける所まで休憩せずに進む計画でした。

対照的に前半無理をせずゆっくり進み後半にペースを上げると言っていた社長

とは早々にお別れを告げ1人前へと進みました(^^;

練習していた10kmなんてあっという前に過ぎ未知のゾーンへ突入。

体力には自信があるほうでしたので、この調子で10kmを足し算していきながら半分は行くぞ！

って思っていると足に違和感が⁉・

お豆ちゃんです(*_*)
ちょうど30km辺りか、思わぬロスでした〜足を止めたくなかったですが、キズパワーパットにテーピングを

ぐるぐる巻きに施しいよいよ復活です！

たまたまそこへ社長の同友会の仲間の方と出会い一緒に歩くことへ。

互いに初めて参加した者同士ですので、ちょうど4、5時間経って寂しくなったところでもありましたので、お話しをしなが

ら次の計測ポイントへレッツゴーです！

50kmを過ぎたら晩飯と思い、それまでは順調そのものと言っても過言は無いほど良いペースでのウォーク展開でした
(^^)

すいません。この調子でブログ書いていると長編小説みたいになっちゃいそうですので、次回は後編として、お送りし

ます。

タイトルはそうですね〜

「悲劇の幕開け」
…とでもしておきましょう笑

まぁ予測できるかと思いますが、次回後編は色々な悲劇が始まりますので、皆さま是非お楽しみにお待ち下さい。

今日もどこかで大切な場所をまごころ込めて、解体します。大中環境で、唯一、広報担当しています。

今年、4月から大中環境のホームページには社員のブログが毎日投稿されています。皆様、ご存知でしょう

か？

今回は、今月投稿でとても魅力的だったブログをご紹介いたします。

社員の身近な部分からも、今年の大中環境の活動を感じ取って下さい。

ブロガー

とある工事現場での出来事です。

近年、現場では日本語がペラペラな外国人さんからまだ苦手な外国人さんが働いていらっしゃいます。

そこでは、当たり前のように外国語で指導が行われています。

「外国語の会話には、少し入っていけないな」

と思い、外国語が話せない私が聞き流していると、

「・・・・・、・・・・・。ここを回して、・・・・。」

と、日本語が！

その部分のこの説明は日本語を使うのか、とクスッと笑いがこぼれてしまいました。

不意に、日本語が出てくるとなんだか安心しますよね？

解体工事は、様々な場所や様々な人の力で行われています。時に場所や時期によっては日本人がいない

なんてこともあります。

そんな今回の工事現場は過疎化が進んでしまった田舎でした。

現場に到着すると、工事を行っている方は

トルコ、トルコ、トルコ、トルコ。
全員トルコの方でした。

「えっ、ここ日本なの!?」

～工務 ほのぼの日記～
大中環境は、工務部が存在しています。数多くの現場で発生してしまうトラブルの防止や対応、近隣への挨

拶などを業務とし、スムーズな工事のため、日々、奮闘しています。その為、珍しい場面に遭遇することが

多々あります。

今月号はそんな工務が遭遇した珍しいことをご紹介致します。

【あとがき】

今月号は、普段では見えないような社員を覗いて見ました。大中ブログは毎日更新中です。今回紹介した、

「第24回三河湾チャリティー100km歩け歩け大会」の後半も更新されています。ぜひ、ご覧ください!

来月号は12月ですね。年末の足音がしています。今年にやり残したことはありませんか?

ブロガー No.1  光田

ここで日本語！？

トルコ100％


